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 [授業の概要・目的]
「動乱の10世紀―中世から近世へと変貌する中国社会」
　この講義では、中国政治史・社会史における重要時期を取り上げて、比較的詳しく解説する。講
義を通じて、現代中国を成り立たせている諸要素が歴史的にどのように形成されてきたのかを理解
してもらえればと思う。 今期に取り上げるテーマは「動乱の10世紀」、すなわち、唐末から北宋初
めに至る時代である。
　中国の10世紀は、中世から近世へと社会が変化を遂げる、大いなる動乱の時代であった。軍閥に
根ざす不安定な皇帝権力は、北からは遊牧帝国の契丹（遼）、南からは十国諸勢力の圧力を絶えず
受けつづけ、複雑な政治史をつづった。一方、唐末の大反乱により、門閥貴族は完全に没落し、社
会は新たな論理に立脚したリーダーを迎えることになる。こうして成立する「君主独裁体制」が、
これ以降の国家統治の基本スタイルとなる。

 [到達目標]
　中国は統一されているのが常態と思いがちであるが、分裂の時代もそれなりに長い。それゆえ、
統一に至るプロセスは多様であり、また、分裂時代に各政権が切磋琢磨することでそれぞれ大きな
発展を遂げたことも多い。この講義を通して、日本とも古来密接な関係をもってきた中国史に対す
る理解を深め、それによって中国人の歴史認識についても思いをいたしてほしい。

 [授業計画と内容]
基本的に以下のプランに従って講義を進める。但し、状況に応じて内容を適宜変更することがある。
なお、初回講義は「ガイダンス」にあて、講義のねらいと概要について説明を行う。第2週目以降
は、以下のテーマについて講義を行う（1項目について1回の講義を予定）。授業回数はフィードバ
ックを含め全15回とする。
  1．「安史の乱」がすべてを変えた―唐代後期の政治体制
  2．黄巣の乱―大動乱時代の幕開け
  3．軍閥割拠―唐王朝の滅亡
  4．朱全忠と李克用
  5．後唐～後漢―トルコ系王朝の興亡
  6．契丹帝国（遼）と五代王朝
  7．十国春秋（１）―南唐
  8．十国春秋（２）―呉越
  9．五代最後の王朝―後周
  10．宋王朝の成立―禅譲という名のクーデター
  11．分裂時代の終焉
　12．「伝統中国」のはじまり―文治と中華
  13．まとめ
《期末試験》
《フィードバック》
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 [履修要件]
本講義は、同一内容のものを週２回開講するので、いずれか１つのみを履修登録すること

 [成績評価の方法・観点]
平常点（課題・クイズの成績および出席状況等。50％）および期末試験（レポート試験）の成績（
50％）

 [教科書]
使用しない
本学の学習支援システム等を通じて、講義資料を配布する。
 [参考書等]
  （参考書）
冨谷至・森田憲司編 『概説中国史（上）古代～中世』（昭和堂）ISBN:978-4812215166
冨谷至・森田憲司編 『概説中国の歴史（下）近世～近現代』（昭和堂）ISBN:9784812215173
　

 [授業外学修（予習・復習）等]
（１）高等学校の「世界史Ｂ」教科書内容を理解していることを前提として授業を進めますので、
よく復習しておいてください。
（２）講義資料は、原則としてＰａｎｄＡを通じて配布します。事前にダウンロード・印刷して読
み込んでおくことを強くお勧めします。

 [その他（オフィスアワー等）]
文系・理系を問わず、向学心に溢れた皆さんの聴講を歓迎します。


